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　放射性炭素（14C）の海洋リザーバー効果の時空間変化を評価するために，日本周辺の完新統で同層準から

採取した植物片と海生生物遺体の14C年代値を比較検討する研究を進めてきた（Nakanishi et al. 2013, 2015,

2017abc）．これまで得られた100～10,200 cal BPのリザーバー年代は60～1100年であり，核実験以前に生

成された試料から得られた値よりも明らかに大きなバラツキを持つことが示された．このことは地質や考古の

海成試料の14C年代値を編年する際には，現世の海洋リザーバー効果の補正だけでは不十分なことを示してい

る．また，海洋リザーバー効果は，デルタやエスチュアリーといった複雑な河口システムの影響も反映してい

ると考えられる．黒潮と対馬海流の影響する地域の間の海洋リザーバー効果の時間変化を直接的に捉えるため

に，宿毛平野，宮崎平野および隠岐諸島において採取した試料を検討した．それらの結果を大分平野，博多湾

および韓国沿岸における既存研究の結果（Nakanishi et al. 2013, 2015, 2017abc）と比較する．この研究の

一部に日本学術振興会の科学研究費補助金，基盤研究（B）18H01310を使用いたしました． 
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